
現在、この位置に
復元櫓が

建っています
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津城 本丸･西之丸復元模型（100 分の 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この模型は、津城の本丸と西之丸を100分の１のスケールで復元したものです。 

 復元に当たって、本丸外周部分（隅
すみ

櫓
やぐら

、多聞
たもん

櫓
やぐら

及び東西の 鉄 門
くろがねもん

）については、三重

県所蔵資料『
「

御城内御建物作事覚
ごじょうないおんたてものさくじおぼえ

四
よん

』
）
を基に、本丸内部の建物のうち御台所

おだいどころ
、祭所

さいじょ
、

玄関前長屋
げんかんまえながや

及び御書院
ごしょいん

については、伊賀市個人所蔵資料『津
つ

城本丸建物之図
じょうほんまるたてもののず

』に記された

建物配置を参考に製作しています。御広間の配置については、『作事覚四』に一部が描かれている

能舞台との関係からその位置を想定しています。また、御台所
おだいどころ

については、火を使う場所であ

り防火の観点から瓦葺塗壁造
かわらぶきぬりかべづくり

と想定しています。なお、東西の鉄 門
くろがねもん

については、本来は木

材部分の表面に鉄板を貼る構造ですが、ここでは省略しています。 

天守閣は、江戸時代前期には存在していた可能性もありますが、ここでは『作事覚四』の描写

に基づき復元はしておりません。 

 

【問い合わせ先】 

スポーツ文化振興部 文化振興課(津センターパレス２階) 電話 059－229－3250 

【模型の設置場所】 

津センターパレス地下１階（津市大門７番 15 号） 


